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主要な施策の成果（事務事業評価）令和３年度実績【施策コード：Ⅲ－３－（２）】あ

No. 成 果 指 標 達成度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 評価

 ① 91,368 ③ 目標値 1,000 1,000 1,000

 ( R1 ～ ) ② 8,130 ④ 実績値 － － －

 [点] 達成率 － － －

 目標値 25

実績値 30

達成率 120.0%

No. 成 果 指 標 達成度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 評価

 ① 53,169 ③ 目標値 1,000 1,000 1,000

 ( H21 ～ ) ② 19,105 ④ 実績値 － － －

 [点] 達成率 － － －

 目標値 185

実績値 179

達成率 96.8%

No. 成 果 指 標 達成度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 評価

 ① 801,169 ③ 目標値 1,000 1,000 1,000

 ( H7 ～ ) ② 3,329 ④ 実績値 － － －

 [点] 達成率 － － －

 目標値 50

実績値 29

達成率 58.0%

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

1

新チーム大分強化事業 ①大分県選抜選手の強化（短期戦略）
　・強化合宿の開催支援
　・県外遠征の実施支援
　・優秀指導者や優秀チームの招聘

②ジュニア選手の育成（中長期戦略）
　・ジュニアアスリートの発掘
　　ジュニアアスリートの選考（30名）
　　知的プログラムの実施（全14講座）
　　競技体験プログラムの実施（12回）
　・スポーツ国際交流員の配置（１名）

③トップアスリート就職支援
　・企業向け説明会の開催（１回）
　・採用アスリート及び企業の交流会の開催（１回）

194

101,965

国民体育大会におけ
る天皇杯得点の獲得

－体育保健課

　国民体育大会において1,000点の天皇杯得点
が獲得できるよう、選抜選手・チーム強化に
取り組むとともに、数年後を見据えたジュニ
ア選手の発掘・育成やトップアスリートの就
職支援等を行う。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

ジュニア選手発掘に
おけるパスウェイ数

決算額
(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)

実績値

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　新型コロナウイルスの影響により、令和３年の国民体育大会は中
止となったが、令和４年栃木国体に向け、理学療法士による怪我の
予防講習会といった医科学を取り入れた指導や、優秀な指導者によ
るリモートでの技術指導といった感染対策に配慮した指導に取り組
んだ。
　引き続き、競技団体や関係団体と連携し、次回の国体に向けた短
期戦略と数年後を見据えてジュニア選手・指導者を育成する中長期
戦略に取り組むとともに、遠征後のPCR検査など、安全・安心な競技
環境を整備する。

[人]

トップアスリート就
職支援マッチング数

目標値 3予算額

2
128,655

達成率 66.7%(0) (0) [人]

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

2

スポーツ大分パワーアップ事業 ①拠点等強化対策
　　強化指定を行った高校・企業・チーム(高校41校、
　企業等33団体、計179チーム)の日常トレーニングの
　支援（強化合宿・県外遠征等）
②スポーツ大分基盤整備
　・特殊競技（ライフル射撃等）の基盤整備やジュニ
　　ア選手の発掘支援
　・冬季競技（スキー・スケート・アイスホッケー）
　　に係る会場確保及び用具整備の支援
③スポーツ医科学の活用支援
　・選手を対象としたメディカルチェックを実施し、
　　結果を選手やチームへフィードバック（16競技
　　403名）
　・年間を通じて医科学面でのサポートを行うドクタ
　　ーやトレーナーの配置（20団体）

10,835

85,149

[回]

国民体育大会におけ
る天皇杯得点の獲得

－体育保健課

　国民体育大会において1,000点の天皇杯得点
が獲得できるよう、拠点チームへの強化対策
やスポーツ医科学の活用促進、国民体育大会
に帯同するスタッフ支援等に、関係団体等と
連携して取り組む。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

団体の強化指定数 事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　国民体育大会が中止となる中、強化指定して活動を支援した高校や企業
等に年間120回を超えて訪問し、目標に対する強化の現状について協議を行
い、連携して改善に取り組むことで、全国選抜大会等での県選手の躍進に
つながった。
　メディカルチェックについては、体力測定・栄養調査結果をフィード
バックを随時行うことで、選手のケガ等の予防につなげることができた。
　今後も、結果を踏まえて同一対象者の数値変化を元に選手のコンディ
ション調整に役立てるなど、引き続き医科学を活用した強化を進めてい
く。

[団体]

優秀選手等メディカル
チェック、強化拠点医
科学サポート実施回数

目標値 350予算額 決算額

達成率 115.1%(0) (0)

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)
実績値 403

96,403

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

3

大分県スポーツ振興基金事業 ①基金積立（２月補正予算で措置）
　　スポーツ振興事業や国民体育大会に向けた強化事
　業の取組の原資となる基金の積み増し
②競技団体等の振興支援
　　地域スポーツ団体による体育イベント等の経費
　の補助（14団体）
③地域スポーツ団体の振興支援
　　郡市スポーツ協会等が実施するスポーツ関係事業
　を支援（９件）
④選手の強化対策
　・指導者育成事業
　　おおいたコーチングセミナー開催（１回）
　・国際大会参加者支援
　　日本代表として国際大会に参加する本県関係選
　　手・指導者の遠征費補助（８名）

1,031

47.4%(0)

国民体育大会におけ
る天皇杯得点の獲得

－体育保健課 409

　市町村・企業・競技団体等が実施する各事
業を「大分県スポーツ振興基金」を活用して
支援することで、本県スポーツの振興及び競
技力の向上を図る。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

国際大会出場者支援
数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　新型コロナウイルスの影響により国体が２年連続で中止となる中、他の
開催された全国大会や国際大会に出場する本県関係選手を支援し、競技力
の維持・向上を図った。
　また、スポーツイベント等でクラスターを発生させることがないよう、
郡市スポーツ協会等への補助に際しては、消毒液の設置や検温の実施など
の感染防止対策の徹底を呼びかけた。
　積み増しを行った大分県スポーツ振興基金が適切・効果的に活用される
よう、基金運用委員会で関係団体等との対話を重ねながら、競技力向上に
重点を置いた、本県のスポーツ振興を図っていく。

[人]

郡市スポーツ協会等
の事業費補助

目標値 19予算額 決算額
(うち翌年度繰越額)

(0) [団体]

(うち国庫支出金)
実績値 9

819,157 808,786
達成率
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主要な施策の成果（事務事業評価）令和３年度実績【施策コード：Ⅲ－３－（２）】あ

No. 成 果 指 標 達成度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 評価

 ① 2,283 ③ 目標値 580 700

 ( R2 ～ R3 ) ② 1,515 ④ 実績値 720 725

 [人] 達成率 124.1% 103.6%

 目標値 100

実績値 248

達成率 248.0%

3,883

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

4

ラグビー競技普及振興事業 ①ラグビーおおいたっ子育成支援事業
　・ラグビー選手発掘測定会
　　ラグビーの競技特性に特化した運動能力測定会を
    実施
　・タグラグビースクールの支援
　　（大分ラグビースクール）

②ラグビー給食を通じた学び推進事業
　・「おおいたラグビーワールドカップ学校給食ウィ
    ーク」の実施（9/27～10/1）
  　  ラグビーワールドカップで来県した国等の料理
    や食材などを活用した学校給食を提供
　・ラグビーワールドカップ出場チームの情報を掲載
    したランチョンマットの作成・配布(96,300枚)
　・ラグビーワールドカップ学校給食実践レシピ集の
    作成・配布(650冊)

実績値

小・中学生のラグ
ビー競技人口

Ａ体育保健課

　ラグビーワールドカップのレガシーとし
て、ラグビーの普及・競技人口の拡大を図る
ため、九州タグラグビー交流大会の開催やタ
グ・ラグビースクールの支援等を行う。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

ラグビー選手発掘測
定会参加人数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　本事業の主な取り組みとして予定していた九州タグラグビー
交流大会及びラグビークリニックは、その広報活動も含め、新
型コロナウイルスの影響により中止となったが、ラグビーおお
いたっ子育成支援事業等による子どもたちへの競技普及の取組
により、ジュニア（小中学生）の競技人口は増加傾向にある。
　これまでの取組により、当初の事業目的を概ね達成できたこ
とから、本事業は終了するが、今後も、県ラグビー協会の取組
を支援するなど、ラグビーの普及・振興を図っていく。

[人]

九州ラグビー協会等
に対する広報活動

目標値 9予算額 決算額

達成率 0.0%(0) (0) [回]

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金) 0
14,750

-2-


